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こんにちは。雨が多い季節になりましたね。
皆様、いかがお過ごしでしょうか。体調を崩されていない

でしょうか？
今回の特集は、 SSACです。
なお、今回は編集後記と題して、当館職員の通信を編集し

ている感想も掲載してみました。気に入って頂けると幸いです。

今月の特集は
SSAC(シューティングスターズアーチェリークラブ)です。

当館では、３月から募金箱を設置しています。
皆様のご協力により、５月に５，７６０円を在日ウク

ライナ大使館へ寄付しました。引き続き募金を受け付け
ておりますので、ご協力よろしくお願いします。

ウクライナ支援募金について
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活 団動 体 紹介コーナー
四日市市にて活動されている
施設・団体をご紹介します。

No.13

●団体・施設紹介

●施設の活動

●最近のトピック

ＳＳＡＣ
(シューティングスターズアーチェリークラブ)

1964年(注・一回目の東京オリン
ピックが開催された年)にSSACの前団
体であるアンアローアーチェリークラ
ブができました。
その後、2000年ぐらいにアンアロー

アーチェリークラブが無くなることが
きっかけで、SSACがアーチェリークラ
ブを引き継ぎました。三重県唯一の障
害当事者のアーチェリークラブなので、
なくしたくなかった、という思いがあ
りました。

SSACは三重県のアーチェリー協会の大会と、1年に1回ぐらいの東
海地区障害者アーチェリー大会に参加しています。
また、全国障害者スポーツ大会に毎年参加させて頂いています。
以前当センターの施設長だった方がSSACを創設しました。(会長

は伊勢市在住の方でした。)

コロナ禍の為、大会がことごとく中止に
なり、最近は大会に参加できていません。

●インタビュー

1.SSACの活動の中で楽しかったこと、嬉しかったことは？

「全国障害者スポーツ大会でメダルを取ったことが一番嬉し
かったです。三重県の選手はメダルをよく取る強い選手が多
かったと思います。楽しかったことは練習の成果が実り自己
新記録が出た時、モチベーションが高まった時です。」

2.これからの目標を教えてください。

「障害当事者のクラブ会員を増やし、障害者の大会に参加し
たいです。(若い20～30代の障害当事者のアーチェリーの選手
が欲しいです。)三重県には障害者の大会が無いので、東海地
区の遠征で入賞したいです。」

3.当館へ希望することなどを教えてください。

「障害者のアーチェリークラブに理解して頂いたり、防矢
ネット常設の的を設置して頂いたり、有難く思っています。
施設長、職員さん、今後ともよろしくお願いいたします。」

SSAC様、ありがとうございました。

今回取材させて頂いたSSACの古市様には以前から髙橋はお世話に
なっております。穏やかで親しみやすい方です。ありがとうございま
した。(髙橋)

弓の種類が様々あることを初めて知りました。競技の体験会があれ
ば参加してみたいと思います。(長谷川)

編集後記

コンパウンドボウ ベアボウリカーブボウ

弓の種類

弦を一定以上引くと弦の
重さが半分以下になるため
力が無くても扱いやすい。
欧米で主流。

アクセサリ（照準器、安
定用器具）を取り付けた弓。
日本で最も競技人口が多く
五輪競技に採用されている。

アクセサリのない、弓の
原型に近いリカーブボウ。
近年は採用する競技も増え
つつある。


